
 

【調査リリース】 

2021年3月2日 

株式会社POPER 

～今年の受験生の保護者に聞いた「コロナ禍における受験塾の満足度・選び方調査」～ 

受験時に通っていた学習塾に不満を感じた項目1位は「自宅学習」で2割以上が回答 

3人に1人が学習塾の切り替えを「実施・検討」 

受験生に見せたいYouTubeチャンネル1位は「中田敦彦のYouTube大学」 

 

 株式会社POPER（本社：東京都中央区、代表取締役CEO：栗原慎吾）が提供する、スクール専用業務管理

＆コミュニケーションアプリ「Comiru（コミル）」は、2020年度の中学受験が終わった子どもを持つ保護者

を対象に「コロナ禍における受験塾の満足度・選び方調査」を実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査背景】 

 新型コロナウイルスの影響により学校・学習塾が休校したりオンライン授業への移行を強いられたりと、不安を感じた

今年の受験生・保護者は多かったことでしょう。3月を迎え、コロナ禍で初となる受験が終了しました。 

今回、中学受験を終えたばかりの子どもを持つ保護者を対象に、「コロナ禍における受験塾の満足度・選び方調査」を

実施いたしました。コロナ禍の受験を乗り越えた子ども・保護者にとって、どんな学習塾の満足度が高かったのでしょう

か。さらに今後も新型コロナウイルス感染症流行が長引くことを想定し、来年、受験する子ども・保護者に向けてコロナ

禍での学習塾の選び方を聞きました。 

 

【調査概要】 

調査の方法：WEBアンケート方式 

調査の対象：2020年度の受験を終えた、受験期に学習塾に通っていた子どもを持つ全国の保護者  

有効回答数：300 

調査実施日：2021年2月12日～16日 

調査主体 ：スクール専用業務管理＆コミュニケーションアプリ「Comiru」 

※本リリース内容を掲載いただく際は、出典「Comiru調べ」と明記をお願いいたします。 

【調査サマリー】 

 

■受験時に通っていた学習塾の満足度。全項目で7割以上が「非常に満足している」「満足している」と回答 

 

■不満を抱える人が多い項目1位は「自宅学習（22.3%）」 

2位「連絡・対応スピード（17.3％）」3位「連絡手段（14.4%）」 

 

■3人に1人が学習塾の切り替えを「実施・検討」。その理由1位・2位はオンライン授業の進行・移行の遅さ 

3位は「自宅学習の管理をしてもらえないから（28.9%）」 

 

■今年受験を終えた保護者が考える、来年受験する人が学習塾を選ぶ際に重視するべき項目 

1位「カリキュラム（45.3%）」2位「先生と子どもの相性（41.7%）」3位「口コミ（39.0%）」 

 

■学習塾を選ぶ際に重視する口コミの内容 

受験合格実績や成績向上実績を上回り、1位は「塾の雰囲気」で約6割が回答 

8割以上の人が「匿名の口コミでも信用できる」 

 

■今年の受験生の保護者が受験対策に使用した総額は85万円！小学6年生の1年間だけでも学習塾代44万円以上 

 

■受験期に子どもにYouTubeを「見せていた／見ることを許可していた」保護者は約4割 

最も人気のYouTubeチャンネルは「中田敦彦のYouTube大学（30.7%）」 



 

 

           

受験時に通っていた学習塾の満足度 

全項目で7割以上の人が「非常に満足している」「満足している」と回答 

 

・中学受験時に通っていた学習塾に対する満足度を各項目でそれぞれ段階的に聞いた。 

・コロナ禍初の受験だったが、学習塾の授業や対応、衛生対策などに不満を感じている人は少なかった。 

 

中学受験時に通っていた学習塾の満足度 

N=300（各項目で単一回答）

 

 
 

不満を抱える人が多い項目1位は「自宅学習（22.3%）」 

2位「連絡・対応スピード（17.3％）」3位「連絡手段（14.4%）」 

 

・授業や衛生面と比較し、自宅学習やコミュニケーション面に不満を感じる人が多いことが浮き彫りに。 

・オンライン授業に移行したことにより、自宅で学習をするという習慣を子どもに根付かせることに苦労 

している保護者からの「自宅での勉強の管理をしてほしかった」という要望が現れていると考えられる。 

 

中学受験時に通っていた学習塾の満足度 

N=300（「満足していない」「全く満足していない」のみ・各項目で単一回答） 

 

21.7％

25.3％

26.7％

27.3％

非常に満足している

30.0％

56.0％

57.3％

62.7％

58.3％

満足している

56.3％
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15.0％
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10.7％

4.0％

2.3％

2.3％

2.7％

全く満足していない

3.0％

自宅学習

連絡・対応スピード

衛生対策

連絡手段

授業

8.3％

10.7％

11.7％

15.0％

満足していない

18.3％

2.3％
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2.7％
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4.0％

衛生対策

授業

連絡手段

連絡・対応

スピード

自宅学習

コロナ禍での学習塾への満足度 

22.3% 

17.3% 

14.4% 

13.7% 

10.6% 



 

学習塾にさらなるサポートをしてほしいと感じたこと 

「質問対応」や「自宅学習サポート」、「連絡頻度・対応スピードの改善」などの声があがる 

 

・休校やオンライン授業への移行に伴い、子どもの自宅での学習時間が長くなっている。 

・質問対応や自宅での学習環境整備などの負担が増えた保護者も少なくないだろう。 

・授業中のサポートはもちろん、自宅学習や連絡頻度・対応スピードなどの授業外のサポートまで 

学習塾に期待を寄せる保護者が多いことが推測できる。 

 

学習塾にもっとサポートしてほしかったと感じたこと 

N=300（フリーアンサーから抜粋）  

 

 

 

  

【オンラインでの質問対応】 

 

・質疑応答がしにくかった。リモートだと個別対応が 

しにくく一方通行な授業だった（母親・神奈川） 

 

・分からない問題の質問などをしやすくしてほしかっ 

た。物凄く積極的な子でないとなかなか聞きに行きに 

くい感じだったので（母親・埼玉） 

【自宅学習のサポート（環境整備・管理等）】 

 

・後期の学校別対策講座が全面的にリモート授業にな 

ってしまい、例年のように同じ学校を目指す子達と 

切磋琢磨する環境が作り出せなかった。恥ずかしな 

がら、我が子はリモートが向いておらず、イマイチ 

やる気が出なかった（母親・東京） 

 

・他の子の情報が乏しく競争心に欠けた 

（父親・東京） 

【連絡の頻度・対応スピードの改善】 

 

・こちらの要望を全く聞き入れてくれなくて、残念 

だった（母親・広島） 

 

・保護者との連絡を密にしてほしかった（母親・東京） 

 

・面談をもう少ししてほしかった（母親・山口） 

 

・オンライン授業に着手するのが遅く、親子で不安に 

なった（母親・東京） 

 

【オンライン授業への移行】 

 

・オンライン授業にできるものもあったと思う授業 

でもオンライン化されていないものがあった 

（父親・大阪） 

 

・オンライン授業がほとんど無かった（父親・大阪） 



 

3人に1人が学習塾の切り替えを「実施・検討」 

その理由1位・2位はオンライン授業の進行・移行の遅さ 

3位は「自宅学習の管理をしてもらえないから（28.9%）」 

 

・受験生の保護者にとって学習の遅れは不満が溜まりやすい。オンライン授業に対応できないと、 

 生徒・保護者の退塾をまねく可能性があることが浮き彫りになった。 

・さらに授業だけではなく自宅での学習をサポートしてほしいというニーズも可視化された。 

・学習塾は生徒・保護者の退塾を防ぐため、オンライン授業の整備と自宅学習のサポートに力を入れていく 

べきだ。 

 

受験期にコロナの影響・対策などを理由に塾の切り替えを検討したか 

N=300（単一回答） 

 
 

 

塾を切り替えた/切り替えを検討した理由 

N=97（前問で「塾を切り替えた」「切り替えを検討した」と回答した人・複数回答） 

 
 

実際に切り替えた

9.3%

何度か検討したが切り替えていない

8.7%

多少検討したが切り替えていない

14.3%
検討していない

67.7%

42.3%

40.2%

28.9%

24.7%

20.6%

19.6%

15.5%

10.3%

4.1%

オンライン授業の進行がスムーズではないため

オンライン授業への移行が遅かったため

自宅学習の管理をしてもらないため

子どもの学力・成績があがらないため

指導内容・塾での様子等の報告頻度が少ないため

受験や進路選択に関わる情報提供の有無

電話や手紙等アナログな連絡手段が不便なため

学習塾の先生・生徒との相性

その他



 

            

 

今年受験を終えた保護者が考える、 

来年受験する人が学習塾を選ぶ際に重視するべき項目 

1位「カリキュラム（45.3%）」2位「先生と子どもの相性（41.7%）」3位「口コミ（39.0%）」 

 

・価格や家からの立地で選ぶことを進める人は多くなく、子どもと授業・先生の相性、口コミを重視する 

人が多い。 

 

今後子どもを学習塾に通わせる人に対し、学習塾を選ぶ際に重視するべきと感じる項目TOP7 

N=300（複数回答） 

 

 

 

学習塾を選ぶ際に重視する口コミの内容 

受験合格実績や成績向上実績を上回り、1位は「塾の雰囲気」で約6割が回答 

8割以上の人が「匿名の口コミでも信用できる」 

 

・実績や結果ではなく、学習塾の環境を知ることができる口コミを重視している保護者が多いことが 

わかった。 

・さらに口コミは匿名でも「信用できる」「どちらかというと信用できる」という回答が8割以上。 

・すでに実績をHP上で掲載している学習塾は多い。しかしそれよりも実際に入塾したときの雰囲気や講師の 

評価などがわかるような口コミを収集・掲載することで、より多くの保護者に入塾を促すことができる 

可能性があるだろう。 

学習塾を選ぶ際に重視するべき口コミの内容TOP5 

N=152（前問で「口コミを重視するべき」と回答した人・複数回答） 

 

45.3％

41.7％

39.0％

37.3％

36.7％

33.3％

22.0％

子どもに合うカリキュラムがあること

先生と子供の相性

知り合い・ママ友・パパ友等からの口コミ

合格実績・成績アップ実績

家から近い・通いやすいこと

塾からの連絡やコミュニケーションがしっかりしていること

価格が妥当

57.2%

56.6%

52.6%

44.7%

33.6%

塾の雰囲気

講師の評価

受験の合格実績

学校／学習塾の成績向上実績

価格と内容のバランスについて

来年受験する子ども・保護者に提言！コロナ禍での受験塾の選び方 



 

 

口コミは匿名でも信用できるか 

N=152（前問で「口コミを重視するべき」と回答した人・単一回答） 

 

 

 

 

今年の受験生の保護者が受験対策に使用した総額は85万円！ 

小学6年生の1年間だけでも学習塾代44万円以上 

 

 

受験対策として使用した総額（N=300） 

中央値 

850,000 

 

6年生の1年間で使った学習塾代（N=300） 

中央値 

441,000 

 

6年生の1年間で使った学習塾代以外の金額（N=300） 

※夏期・冬期講習、自宅学習用の教材等 

中央値 

100,000 

 

匿名でも信頼できる

24.3%

どちらかというと匿名でも

信頼できる

57.2%

どちらかというと匿名では信頼できない

13.2%

匿名では信頼できない、5.3%

匿名でも「信用できる」 

「どちらかというと信頼できる」 

81.5% 



 

 

            

 

 

受験期に子どもにYouTubeを「見せていた／見ることを許可していた」保護者は約4割 

最も人気のYouTubeチャンネルは「中田敦彦のYouTube大学（30.7%）」 

 

受験期にYouTubeを子どもが見ていた／見せていたか 

N=300（単一回答） 

 

 
 

 

 

受験期に見ていた／見せることを許可していたYouTubeチャンネル 

N=114（「見ていない／見せない」を除外・複数回答） 

 

 
 

 

 

 

見ていない/見せない

62.0%

見ていた／見せた

38.0%

30.7%

25.4%

24.6%

21.9%

18.4%

14.9%

14.0%

12.3%

7.0%

17.5%

中田敦彦のYouTube大学

とある男が授業をしてみた

小島よしおのおっぱっぴーチャンネル

理数館の算数の人

松丸亮吾【ひらめきラボ】

こばちゃん塾

eboardchannel

Mikan Ringo

QuizKnock

その他

受験対策は学習塾以外でも！受験に役立つYouTubeチャンネル 



 

 

 

株式会社POPER 代表取締役 CEO 栗原慎吾 

※本件に関して取材・コメント可能 

 2007年 明治大学経営学部卒業。新卒で住友スリーエムに入社。歯科用製品事業部に配属さ

れ2010年にはグローバルマーケティングアワードを獲得。2011年に株式会社optに入社し、W

EBコンサルを担当。 

 2012年より学習塾「S.T進学教室」に共同経営者として参画し、経営から講師までを経験。

当初20名に過ぎなかった生徒数を60名にまで増加させる。 

 学習塾経営時代に感じた課題を解決するために、2015年1月に株式会社POPERを設立し、学

習塾向けの業務支援SaaS「Comiru」をリリース。同じく塾やスクールに特化したオンライン

授業システム「Comiru Air」を2020年8月に正式リリース。 

 
 

 

 

Comiruは、塾業界シェアNo.1を誇る、学習塾専用コミュニケーション&業務管理システムです。教育事業

者の業務の約7割を占めると言われるバックオフィス業務の効率化や、Comiru専用アプリとLINE連携などに

よる保護者とのコミュニケーション面強化に役立ちます。 

 

またComiru以外にも、オンライン授業ツールの「ComiruAir」や、講師労務管理・講師向けのミュニケー

ションツール「ComiruHR」の提供も開始。Comiruと併用することで、塾経営のさらなる生産性向上や生徒

の学力向上を支援します。 

 

Comiru サービスページ：https://comiru.jp/ 

ComiruAir サービスページ：https://comiru.jp/air/index 

ComiruHR サービスページ：https://contents.comiru.jp/feature/hr/ 

 

 

本調査からもわかるように多くの学習塾の経営努力により、コロナ禍であっても保護者や生徒の満足度は非常に高

いものとなりました。一方、不満を感じていらっしゃる保護者の方は「自宅学習」、「連絡・対応スピード」や「連

絡手段」に課題を感じていらっしゃいます。「連絡・対応スピード」や「連絡手段」などコミュニケーション面の課

題については、差し迫る受験と不安定な社会情勢の中、なるべく受験対策や新型コロナウイルスへの対応について頻

繁に塾に相談したかったという声の現れではないでしょうか。 

また満足度以外の設問においても、「自宅学習」へのご要望が多かったように見受けられます。コロナ禍での受験

勉強は学習塾の休校やオンライン授業への移行、感染症予防により、自宅で学習する時間が増えたかと思います。教

室で勉強せざるを得ない環境をつくれた通塾形態と比較し、自宅で学習する環境を整備・管理することは、保護者に

とって非常に難しかったのではないでしょうか。その自宅での学習定着を学習塾側に期待している人が多かったので

はと想像しております。 

我々は今後も塾の経営者の方々とともに、Comiruというプロダクトを通じてコミュニケーション部分を円滑化、さ

らにComiruAirを通じて自宅での学習定着という部分に寄与してまいります。 

考察 

（参考）Comiru・その他関連サービス 

【お問い合わせ】Comiru広報事務局（株式会社オンヨミ） 
MAIL： comiru-pr@onyomi.jp TEL：050-5360-0460（山本）/ 050-5328-3998（櫻田） 

https://comiru.jp/
https://comiru.jp/air/index
https://contents.comiru.jp/feature/hr/

